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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はヨ比較的未固結な堆積層からなる大阪層群によって構成される丘陵地小流域において，

その流出特性を地下水酒養機構と基底流出との関連から明らかにしたものである。

　研究対象地域としては，神戸市垂水区西方の大阪層群からなる丘陵地内に近接した3流域（それ

ぞれ1．5haヨ2．O　haおよび4，8haの小流域）を選択した。この3つの流域内に自記雨量計1を設置

し、各流域に流量観測のため三角堰および全幅堰を設けたほか害それぞれに自記水位計を設置した。

また3流域のうち一つの流域内に5ケ所の観測井を設置し、そのなかの二つの主要帯水層にそれぞ

れ1箇ずつ計二つの地下水自記水位計を設けた。この観測網に基づいて里降水量1流出量1地下水

位を1975年6月中旬から1976年6月下旬にわたって連続的に観測を実施している。

　以上の観測結果から多くの流出ハイドログラフをつくりヲこれを直接流出と地下水から供給され

る基底流出の2成分に分離しラ地下水の性状およびその酒養と関連する基底流出の状況から流出の

特性を明らかにしている。さらにラ観測期問を3単位期問に区分し、各期問毎に水収支を求め。各

期問における水分の過不足について論じている。以下にこれらの結果を要約すると次のようになる。

（1）個々の降水に対する直接流出率はヨ主に流域の初期土壌水分の多寡によって大きく変動する。

　また雪同一降水における直接流出率の差異は、各流域における表層地質の浸透性の相違に起因す

　るものと考えられる。
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（2）丘陵地主要帯水層の地下水位は，短期的な降水状況に反応して変化するものと長期にわたる降

　水の影響を受けて変動するものとがある。

（3）水収支法によると基底流出は，必ずしも短期的降水によらずヨ流域に貯留された土壌水分と地

　下水によって影響されラ無降水期問が長く続いても非常に安定する場合がある。

（4）主要帯水層の地下水酒養は、降水直後の急速な湧養と無降水期問のゆるやかな湧養の2種に大

　別される。基底流出は地下水酒養の程度によって変化し、無降水期問には必ずしも指数関数的に

　逓減するとは限らずラ漸増することがある。

審　　査　　の　　要　　旨

　降雨と流出との関係はヨ水文学においては最も古くてヨしかも最も新しい問題であるが，著者はヨ

このなかでラ河川の流出を直接流出と基底流出の2成分に分離しているがヨその分離の方法につい

てヨ流域の地下水位の変動パターンを用いたことは，従来の便宜的方法に対して新しい合理性を導

入したものとして注目に値する。

　またヨ小流域における流出特性を明らかにするためにヨ不飽和帯における水分移動とそれに関連

する地下水位の変動および基底流出を一連のものとして考察したところに研究の中心をおいている

点はラ流域の水の移動の状況を究明するのにきわめて当を得たものと判断される。

　さらにラ観測期問を3期に分け。それぞれの水収支特性から，流域の水の動きの特徴をとらえて官

従来はほとんど一般化されていた無降水期問中の基底流出の逓減則は必ずしも一般則とならないこ

とを論じたことも注目に値する点である。

　以上の諸点から明らかなようにヨ本論文は，著者の独創的な着眼と資料の新しい解析手法によっ

た結果であって。その成果は水文学の分野はもちろんラ関連する農業工学等の分野からも高く評価

されている。

　よって。著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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